
2 3

DECEMBER CONCERTS  12月の演奏会

12.12 読売日本交響楽団  名曲シリーズ  福岡公演
福岡シンフォニーホール／19時開演
YNSO Popular Series in Fukuoka
Friday, 12th December, 19:00 / Fukuoka Symphony Hall

〈金〉

指揮　シルヴァン・カンブルラン （常任指揮者）

Conductor			SYLVAIN	CAMBRELING	（Principal	Conductor）

ピアノ　アンジェラ・ヒューイット
Piano			ANGELA	HEWITT

オンド・マルトノ　シンシア・ミラー
Ondes	Martenot			CYNTHIA	MILLAR

コンサートマスター　小森谷巧
Concertmaster			TAKUMI	KOMORIYA

酒井健治　ブルーコンチェルト（読響委嘱作品・世界初演）　［約17分］ 14ページ
KENJI	SAKAI	/	Blue	Concerto	（YNSO,s	new	commissioned	piece,	world	premiere）

［休憩　Intermission］

メシアン　トゥーランガリラ交響曲　［約85分］ 16ページ
MESSIAEN	/	La	Turangalîla-Symphonie

Ⅰ. Introduction
Ⅱ. Chant d’amour I
Ⅲ. Turangalîla I
Ⅳ. Chant d’amour II
Ⅴ. Joie du sang des étoiles
Ⅵ. Jardin du sommeil d’amour
Ⅶ. Turangalîla II
Ⅷ. Développement de l’amour
Ⅸ. Turangalîla III
Ⅹ. Final

※当初発表時から出演者が一部変更されました。

指揮　飯守泰次郎
Conductor			TAIJIRO	IIMORI

ピアノ　仲道郁代
Piano			IKUYO	NAKAMICHI

コンサートマスター　小森谷巧
Concertmaster			TAKUMI	KOMORIYA

ワーグナー　楽劇 〈ニュルンベルクのマイスタージンガー〉
　　　　　から第1幕への前奏曲　［約9分］ 18ページ
WAGNER	/	“Die	Meistersinger	von	Nürnberg”,	Prelude	to	Act	I

ベートーヴェン　ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 作品73 〈皇帝〉　［約38分］ 19ページ
BEETHOVEN	/	Piano	Concerto	No.	5	in	E	flat	major,	op.	73	“Emperor”

Ⅰ. Allegro
Ⅱ. Adagio un poco mosso
Ⅲ. Rondo Allegro

［休憩　Intermission］

ベートーヴェン　交響曲 第5番 ハ短調 作品67 〈運命〉　［約31分］ 20ページ
BEETHOVEN	/	Symphony	No.	5	in	C	minor,	op.	67

Ⅰ. Allegro con brio
Ⅱ. Andante con moto
Ⅲ. Allegro
Ⅳ. Allegro

12.4 第543回 定期演奏会
サントリーホール／19時開演
The 543rd Subscription Concert
Thursday, 4th December, 19:00 / Suntory Hall

〈木〉

［主催］読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビ、FBS福岡放送、読売日本交響楽団
［共催］（公財）アクロス福岡
［後援］福岡市、福岡市教育委員会
［協力］北九州・筑豊京築・福岡東部・福岡西部・福岡南部・筑後各読売会

6ページ 8ページ

7ページ

7ページ

［主催］読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビ、読売日本交響楽団
［助成］ 文化庁文化芸術振興費補助金（トップレベルの舞台芸術創造事業）
［協力］　　　　　（アメリカンファミリー生命保険会社）、　　　　　　　　　　エールフランス航空

9ページ

※本公演では日本テレビ「読響シンフォニックライブ」の収録が行われます。



4 5

DECEMBER CONCERTS  12月の演奏会

指揮　レオポルト・ハーガー
Conductor			LEOPOLD	HAGER

ソプラノ　アガ・ミコライ
Soprano			AGA	MIKOLAJ

テノール　村上敏明 
Tenor			TOSHIAKI	MURAKAMI

合唱　新国立劇場合唱団
Chorus			NEW	NATIONAL	THEATRE	CHORUS

コンサートマスター　ダニエル・ゲーデ
Concertmaster			DANIEL	GAEDE

ベートーヴェン　交響曲 第9番 ニ短調 作品125 〈合唱付き〉　［約65分］
BEETHOVEN	/	Symphony	No.	9	in	D	minor,	op.	125	“Choral”	

Ⅰ. Allegro ma non troppo un poco maestoso
Ⅱ. Molto vivace
Ⅲ. Adagio molto e cantabile
Ⅳ. Presto – Allegro assai

※当公演には休憩がございません。	あらかじめご了承ください。*No	intermission
※当初発表時から出演者が一部変更されました。

12.20
第172回 東京芸術劇場マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール／14時開演
The 172nd Tokyo Metropolitan Theatre Matinée Series
Saturday, 20th December, 14:00 / Tokyo Metropolitan Theatre

〈土〉 12.22
第577回 サントリーホール名曲シリーズ
サントリーホール／19 時開演
The 577th Suntory Hall Popular Series
Monday, 22nd December, 19:00 / Suntory Hall

〈月〉

指揮　レオポルト・ハーガー
Conductor			LEOPOLD	HAGER

ソプラノ　アガ・ミコライ
Soprano			AGA	MIKOLAJ

テノール　村上敏明 
Tenor			TOSHIAKI	MURAKAMI

合唱　新国立劇場合唱団
Chorus			NEW	NATIONAL	THEATRE	CHORUS

ナビゲーター　中井美穂
Navigator			MIHO	NAKAI

コンサートマスター　ダニエル・ゲーデ
Concertmaster				DANIEL	GAEDE

《ドイツが生んだ世界の宝、第九》

ベートーヴェン　交響曲 第9番 ニ短調 作品125 〈合唱付き〉　［約65分］
BEETHOVEN	/	Symphony	No.	9	in	D	minor,	op.	125	“Choral”	

Ⅰ. Allegro ma non troppo un poco maestoso
Ⅱ. Molto vivace
Ⅲ. Adagio molto e cantabile
Ⅳ. Presto – Allegro assai

※当公演には休憩がございません。	あらかじめご了承ください。*No	intermission
※当初発表時から出演者が一部変更されました。

12.25 第5回 気楽にクラシック ～ヨーロッパ音楽紀行～
東京オペラシティ コンサートホール／20時開演（19時30分から解説）
The 5th “Enjoy classic!” Series　Thursday, 25th December, 20:00
(Pre-concert talks from 19:30) / Tokyo Opera City Concert Hall

〈木〉

メゾ・ソプラノ　林美智子
Mezzo-Soprano			MICHIKO	HAYASHI

バス　妻屋秀和
Bass			HIDEKAZU	TSUMAYA

合唱指揮　三澤洋史
Chorusmaster			HIROFUMI	MISAWA

メゾ・ソプラノ　林美智子
Mezzo-Soprano			MICHIKO	HAYASHI

バス　妻屋秀和
Bass			HIDEKAZU	TSUMAYA

合唱指揮　三澤洋史
Chorusmaster			HIROFUMI	MISAWA

12.19
〈第九〉特別演奏会

サントリーホール／19 時開演
Special Concert
Friday, 19th December, 19:00 / Suntory Hall

〈金〉12.18
第12回 読響メトロポリタン・シリーズ
東京芸術劇場コンサートホール／19 時開演
The 12th Yomikyo Metropolitan Series
Thursday, 18th December, 19:00 / Tokyo Metropolitan Theatre

〈木〉

12.23
第77回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール／14時開演
The 77th Yokohama Minato Mirai Holiday Popular Series
Tuesday, 23rd December, 14:00 / Yokohama Minato Mirai Hall

〈火・祝〉

21ページ

［主催］読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビ、読売日本交響楽団
［共催］公益財団法人東京オペラシティ文化財団
［協賛］	NTTコミュニケーションズ株式会社
［後援］ドイツ連邦共和国大使館、	Goethe-Institut	Tokyo	東京ドイツ文化センター

12.26
読売日本交響楽団  大阪定期演奏会
ザ・シンフォニーホール／19時開演
Subscription Concert in Osaka
Friday, 26th December, 19:00 / The Symphony Hall in Osaka

〈金〉

10ページ

11ページ

13ページ

11ページ

12ページ 12ページ

13ページ

10ページ

11ページ

13ページ

11ページ

12ページ 12ページ

13ページ

21ページ

［主催］読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビ、読売日本交響楽団
［協賛］富士通株式会社（12/18、19）、非破壊検査株式会社（12/26）、大和ハウス工業株式会社（12/26）、トヨタ自動車株式会社（12/26）
［助成］ 文化庁文化芸術振興費補助金（トップレベルの舞台芸術創造事業）（12/20、22、23）
［協力］横浜みなとみらいホール（12/23）
［事業提携］東京芸術劇場（12/18、20）

アナウンサー。ロサンゼルス生まれ。1987～95年、フジテレビアナ
ウンサーとして活躍。「プロ野球ニュース」「平成教育委員会」などの
番組で人気を集める。現在、「タカラヅカカフェブレイク」（TOKYO	
MXテレビ）、「松任谷正隆のディアパートナー」（FM東京）にレギュラ
ー出演。97年から連続してメインキャスターを務めるTBS「世界陸上」
をはじめ、スポーツ・情報・バラエティと幅広い分野のテレビ番組や
CMに出演。演劇コラムの執筆や、クラシックコンサートのナビゲータ
ー・朗読も行っている。2013年より、読売演劇大賞選考委員を務める。

ナビゲーター
中井 美穂  Miho Nakai

※12月19日公演では日本テレビ、12月26日公演では読売テレビの収録が行われます。
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　幅広いレパートリーを縦横に組み合わせた絶妙な選曲と、色彩感あふれる緻密

な演奏で圧倒的な評価を確立している読響の第9代常任指揮者（2010年4月就任）。

メシアン演奏の第一人者として知られ、読響との06年12月の初共演でも〈トゥーラ

ンガリラ交響曲〉を指揮し、圧倒的な成功を収めた。また、新作初演にも積極的に

取り組んでおり、欧州を中心に例年20作ほどを世に送り出している。

　1948年フランス・アミアン生まれ。これまでにブリュッセルのベルギー王立モネ

歌劇場の音楽監督、フランクフルト歌劇場の音楽総監督、バーデンバーデン＆フラ

イブルクSWR（南西ドイツ放送）響の首席指揮者を歴任し、現在は世界有数のオペ

ラ・ハウスであるシュトゥットガルト歌劇場の音楽総監督を務めているほか、世界の

最先端を行く現代音楽アンサンブルであるクラングフォーラム・ウィーンの首席客演

指揮者も兼任している。また、巨匠セルジュ・チェリビダッケの後任として、02年か

らドイツ・マインツのヨハネス・グーテンベルク大学で指揮科の招
しょう

聘
へい

教授を務めて

いる。

　客演指揮者としてはウィーン・フィル、ベルリン・フィルをはじめとする欧米の一

流楽団と共演しており、オペラ指揮者としてもザルツブルク音楽祭、メトロポリタン・

オペラ、パリ・オペラ座などに数多く出演している。

　SWR響とのCD《メシアン管弦楽作品全集》も、世界中で高く評価されている。読

響とのCDもこれまでに《幻想交響曲ほか》《ペトルーシュカほか》《第九》が発売さ

れており、最新盤《春の祭典／中国の不思議な役人》《スコットランドほか》の2タイ

トルが12月上旬にリリースされる。

　

シルヴァン・
カンブルラン

（常任指揮者）

Sylvain	Cambreling
	(Principal	Conductor)

M
aestro of the m

onth

今
月
の
マ
エ
ス
ト
ロ

©読響（撮影：青柳聡）

   
得意の新作初演と十八番のメシアン
常任指揮者カンブルランの真骨頂

◇12月 4 日	定期演奏会		

Artist of the m
onth

今
月
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

バッハからメシアンまで弾きこなし
高い人気を誇るピアニスト

アンジェラ・ヒューイット
　カナダ出身のピアニスト。1985年、トロント国際バッ

ハ・ピアノコンクールに優勝して、一躍世界の注目を浴

び、現在はカナダ、ロンドン、イタリア・ウンブリア州を

拠点として国際的に活躍している。

　「現代最高のバッハ弾き」と称賛を集める一方で、幅広い作曲家をレパートリーと

しており、多岐にわたって活躍している。メシアンの〈トゥーランガリラ交響曲〉では、

ケント・ナガノの指揮でモントリオール響とともに新コンサート・ホールのこけら落と

し公演に出演し好評を博した。また、ハンヌ・リントゥ指揮フィンランド放送響との

演奏はCD化されている。

　読響とは今回が初共演。2015年の欧州公演でも、3月7日のユトレヒト公演と8

日のブリュッセル公演で〈トゥーランガリラ交響曲〉のソリストとして出演する。

©Bernd Eberle

Piano	
Angela	Hewitt

◇12月 4 日	定期演奏会	 ※当初発表時から変更されました。

　イギリス出身。ジョン・モートンのもとで電子鍵盤楽

器オンド・マルトノを始め、後にメシアンの義妹である

ジャンヌ・ロリオのもとでも学んだ。この楽器の第一人

者として、これまでに〈トゥーランガリラ交響曲〉を100

回以上、サイモン・ラトル、アンドレ・プレヴィン、エサ＝ペッカ・サロネン、ケント・

ナガノ、マリス・ヤンソンス、グスターボ・ドゥダメルらの指揮のもとで、世界各地

の一流楽団と共演してきた。また、エルマー・バーンスタインやヘンリー・マンシー

ニらによる映画やテレビドラマの音楽にも数多く参加している。

　読響とは今回が初共演。2015年の欧州公演でも、3月7日のユトレヒト公演と8

日のブリュッセル公演で〈トゥーランガリラ交響曲〉のソリストとして出演する。

©Lucy Dickens

オンド・マルトノの第一人者
読響との共演のために初来日

シンシア・ミラー Ondes	Martenot	
Cynthia	Millar

◇12月 4 日	定期演奏会	 ※当初発表時から変更されました。
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　1940年旧満州・新京生まれ。桐朋学園の卒業と同時に藤原歌劇団公演〈修道女

アンジェリカ〉を指揮してデビュー。64年から70年まで読響の副指揮者、その後76

年まで指揮者を務めた。67年からは並行して海外でも活動し、ブレーメン市立歌劇

場指揮者兼コーチとして研
けん

鑽
さん

を重ねた後、マンハイム市立歌劇場、ハンブルク州立

歌劇場、レーゲンスブルク市立歌劇場、エンスヘデ歌劇団などの指揮者を歴任、オ

ペラ指揮者として確固たる実績を築き上げた。特に72年のバルセロナ歌劇場にお

けるワーグナーの〈さまよえるオランダ人〉〈ワルキューレ〉で同歌劇場のシーズン最

高指揮者賞を受賞。同年、東京での二期会公演〈ワルキューレ〉日本人初演を指揮

し、芸術奨励文部大臣新人賞を受賞した。

　70年からはバイロイト音楽祭の音楽助手として数々の歴史的公演に加わり、同音

楽祭の当時の総監督ヴォルフガング・ワーグナー氏から「飯守泰次郎こそドイツ語

でKapellmeisterと呼ぶにふさわしく、そこには “マエストロ”という言葉以上に大き

な尊敬の念が込められている」と絶大なる信頼を得た。

　90年代以降は国内で名古屋フィル、東京シティ・フィル、関西フィルの常任指揮

者を歴任。2000年から4年がかりで取り組んだワーグナー〈ニーベルングの指環〉

全4部作上演では、その功績により03年度芸術選奨文部科学大臣賞を受賞、日本

におけるワーグナー芸術の重要な担い手としての地位を確固たるものとした。

　現在は新国立劇場オペラ部門芸術監督、東京シティ・フィル桂冠名誉指揮者およ

び関西フィル桂冠名誉指揮者の地位にある。これまでにサントリー音楽賞、大阪市

市民表彰、日本芸術院賞を受賞。04年紫綬褒章、10年旭日小綬章をそれぞれ受章。

12年度文化功労者。

飯守泰次郎
Taijiro	Iimori

M
aestro of the m

onth

今
月
の
マ
エ
ス
ト
ロ

©武藤章

   
欧州でのキャリアが豊富な巨匠
ドイツ音楽の神髄に迫る

◇12月12日	名曲シリーズ	福岡公演

Artist of the m
onth

今
月
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ベートーヴェン演奏も好評価
多方面で活躍する人気ピアニスト

仲道郁代
　桐朋学園大学1年在学時に日本音楽コンクールで第

1位、併せて増沢賞を受賞。その後も国内外での数々

の受賞を経て、1987年にヨーロッパと日本で本格的な

演奏活動をスタートさせた。日本の主要オーケストラと

の共演のほか、海外の楽団との共演も多い。「ベートーヴェン弾き」としての評価は、

パーヴォ・ヤルヴィ指揮ドイツ・カンマーフィルとのピアノ協奏曲全曲演奏や、2回

におよぶピアノ・ソナタ全曲演奏などの実績により、不動のものとなった。読響とも

これまでに多数共演している。

　映像や語りを交えた幅広い世代向けのコンサート、テレビ・ラジオ、CDなどでも

多才な活躍ぶりを見せ、演奏はもとより企画力や豊かな人間性でも多くのファンを

魅了し続けている。レコーディングはソニー・ミュージックジャパンインターナショナ

ルと専属契約を結び、多数のCDをリリースしている。《ベートーヴェン	ピアノ・ソ

ナタ第30､31､32番》は、2007年度第45回レコード・アカデミー賞（器楽曲部門）

を受賞。

©Kiyotaka Saito

Piano	
Ikuyo	Nakamichi

◇12月12日	名曲シリーズ	福岡公演
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　1935年オーストリア、ザルツブルク生まれ。生地のモーツァルテウム音楽院で指

揮、オルガン、ピアノ、チェンバロ、作曲を学ぶ。マインツ、リンツ、ケルンなどで

指揮者を務めたのち、フライブルク市の音楽総監督、モーツァルテウム管の首席指

揮者を歴任。その後は96年までルクセンブルク放送響（現在のルクセンブルク・フ

ィル）の音楽監督も務めた。また、92年から2004年までウィーン国立音楽大学で

合唱と管弦楽指揮の指導にあたり、門下から下野竜也をはじめとする数々の指揮者

を輩出した。名伯楽としても知られている。

　05年から08年までウィーン・フォルクスオーパーの首席指揮者を務め、08年に

は来日公演も果たした。また、ウィーン国立歌劇場と長年にわたって共演を重ねて

きたほか、バイエルン国立歌劇場、ドレスデン・ゼンパーオーパー、メトロポリタン

歌劇場、コヴェント・ガーデンといった世界の一流歌劇場で活動している。著名な

オーケストラとの共演も数多く、シュターツカペレ・ドレスデン、バンベルク響、ライ

プツィヒ・ゲヴァントハウス管、ハンブルク北ドイツ放送響、ロイヤル・コンセルト

ヘボウ管、パリ管などと共演。近年はイギリス室内管と録音を重ねている。もちろ

んウィーン・フィルとの共演も多く、ウィーンのみならずプラハやローマでの公演を

指揮している。

　かつてほとんど知られていなかったモーツァルトの〈ルーチョ・シッラ〉〈アポロと

ヒュアキントゥス〉〈アルバのアスカニオ〉〈救われしベトゥーリア〉〈シピオーネの夢〉

など、初期の劇場作品をザルツブルクで上演し、よみがえらせたことでも高く評価

されている。

　読響とは今回が初共演。

レオポルト・
ハーガー
Leopold	Hager

M
aestro of the m

onth

今
月
の
マ
エ
ス
ト
ロ

©Dimo Dimov

   
ウィーン音楽界の重鎮
読響〈第九〉に初登場

◇12月18-26日	〈第九〉公演

Artist of the m
onth

今
月
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

世界中で聴衆を魅了するソプラノ
〈第九〉で読響と待望の初共演

アガ・ミコライ
　ポーランド出身。ポズナニ音楽アカデミーとウィーン

国立音楽大学で声楽を学び、レナータ・スコットやエリ

ザベート・シュヴァルツコップらのマスタークラスも受

講。1995年アダ・サリ声楽コンクールで特別賞を、96

年スヘルトーヘンボス国際声楽コンクールで聴衆賞とG.	F.	ヘンデル賞を、99年ア

ルフレード・クラウス国際声楽コンクールでヴェルディ賞を受賞。

　ポズナニ大劇場で95年にデビュー後、バイエルン国立歌劇場、パリ・オペラ座、

ベルリン・ドイツ・オペラ、ウィーン国立歌劇場などで〈フィガロの結婚〉伯爵夫人、

〈魔笛〉パミーナ、〈カルメン〉ミカエラ、〈ラ・ボエーム〉ムゼッタなどを歌って高い

評価を得ている。日本では、本年10月に〈ドン・ジョヴァンニ〉ドンナ・エルヴィー

ラで新国立劇場に出演したことが記憶に新しい。

©Wernicke

Soprano	
Aga	Mikolaj

◇12月18-26日	〈第九〉公演

　東京音楽大学卒業。桐朋学園大学研究科、二期会オ

ペラスタジオ、新国立劇場オペラ研修所第1期修了。

文化庁派遣芸術家在外研修員としてミュンヘンに留学。

2003年国際ミトロプーロス声楽コンクール最高位入賞。

第5回ホテルオークラ音楽賞受賞。

　二期会、新国立劇場を中心に多彩な役柄を演じ好評を博す。2009年の佐渡裕プ

ロデュースオペラ〈カルメン〉ではタイトル･ロールで新たなカルメン像を創り絶賛

された。これまでにチョン・ミョンフン、パーヴォ・ヤルヴィなど国内外の指揮者や

主要オーケストラと共演を重ねる。オペラ界のトップアーティストが揃う《NHKニュー

イヤーオペラコンサート》には2005年から連続出演。人気、実力ともに群を抜くメ

ゾ・ソプラノとして活躍する。CDは、《赤と黒》《地球はマルイぜ～武満徹：SONGS》

（ビクター）、《ベル・エクサントリック～林美智子ベル・エポック歌曲集》をリリース。

多彩な役でオペラを彩る
人気絶頂のメゾ・ソプラノ

林 美智子 Mezzo-Soprano	
Michiko	Hayashi

◇12月18-26日	〈第九〉公演
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Artist of the m
onth

今
月
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

劇場の注目を一手に集める
藤原歌劇団のプリモ・テノール

村上敏明
　国立音楽大学卒業。文化庁国内研修員を経て、2001

年から2年間文化庁在外研修員としてボローニャへ留

学、その後07年までイタリアを拠点に活動。マダムバ

タフライ世界コンクールでのグランプリ獲得をはじめ、

数多くの声楽コンクールに上位入賞。04年には日伊声楽コンコルソとイタリア声楽

コンコルソの国内二大タイトルを制覇し、大きな注目を浴びた。

　国内では藤原歌劇団や新国立劇場を中心に活躍し、〈椿姫〉アルフレード、〈蝶々

夫人〉ピンカートン、〈ラ・ボエーム〉ロドルフォ、〈トスカ〉カヴァラドッシなどイタ

リア・オペラの主役の多くを当たり役としているほか、〈黒船〉執事、〈修禅寺物語〉

頼家、〈午後の曳航〉黒田登なども好演し、高い評価を得ている。

　五島記念文化賞オペラ新人賞受賞。東京藝術大学非常勤講師。藤原歌劇団団員。

Tenor	
Toshiaki	Murakami

◇12月18-26日	〈第九〉公演

　東京藝術大学、同大学院修了。92年よりミラノに留学。

94年から2001年までライプツィヒのライプツィヒ歌劇場、

02年から11年までワイマールのドイツ国民劇場専属。

今までに出演した主要な歌劇場はブレゲンツ湖上音楽

祭、ベルリン・ドイツ・オペラ、ベルリン州立歌劇場、ライン・ドイツ・オペラ、新国立

劇場等。欧州、日本でモーツァルト、ロッシーニ、ヴェルディ、プッチーニ、ワーグナ

ー、R.	シュトラウス等のオペラの主要な役を多くの著名な指揮者、演出家、歌手と

共演。これまでに出演したオペラは60余作、演じた役は80役、公演数は800を超える。

恵まれた体
たい

躯
く

と深みのある柔らかな歌声と重厚な演技で舞台上において圧倒的な存

在感を醸し出している。オペラのみならずオーケストラ・コンサート、宗教曲のソリス

トとして、また経験に基づいたマスター・クラスなど教育活動にも取り組んでいる。第

24回ジローオペラ賞受賞、第3回ロシヤ歌曲賞受賞。ライプツィヒ在住。二期会会員。

日本人離れした堂々たる風格
国内外で引く手数

あ ま た

多の本格派バス

妻屋秀和 Bass
Hidekazu	Tsumaya

◇12月18-26日	〈第九〉公演	 ※当初発表時から変更されました。

Artist of the m
onth

今
月
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

読響〈第九〉のベスト・パートナー
至高のハーモニーで人類愛を歌う

　オペラ、バレエ、コンテンポラリーダンス、演劇という現代舞台芸術のためのわ

が国唯一の国立劇場として1997年10月に開場した新国立劇場で、オペラ公演の核

を担う合唱団として活動を開始した。100名を超えるメンバーは高水準の歌唱力と

優れた演技力を有しており、合唱団としての優れたアンサンブル能力と豊かな声量

は、公演ごとに共演する出演者、指揮者、演出家、スタッフはもとより、国内外の

メディアからも高い評価を得ている。読響とは2007年以降、年末の〈第九〉公演を

はじめ数多く共演してきた。特にベルリオーズ〈ロミオとジュリエット〉（11年9月）、

ラヴェル〈ダフニスとクロエ〉（12年10月）、ベートーヴェン〈第九〉（12年12月）、ス

トラヴィンスキー〈詩篇交響曲〉（13年9月）では常任指揮者カンブルランのもとで

見事な歌唱を披露し、観客を魅了した。

◇12月18-26日	〈第九〉公演

　国立音楽大学声楽科卒業後、指揮に転向。ベルリン

芸術大学指揮科を首席で卒業。1999～2003年、祝祭

合唱団指導スタッフとしてバイロイト音楽祭に参加。01

年に新国立劇場合唱団指揮者に就任し、以後同劇場で

行われるほぼすべての公演で合唱指揮者を務めている。また、バッハに深く傾倒し

ており、06年に東京バロック・スコラーズを結成。12年7月の〈マタイ受難曲〉演

奏会は『音楽の友』誌の批評などで好評を得た。11年には文化庁在外研修員とし

てイタリア・ミラノに3か月間滞在。スカラ座合唱団の音楽作りを学び、イタリア・

オペラへの造詣をいっそう深めた。声楽を伴う数多くの管弦楽作品に精通し、オペ

ラ、オラトリオの指揮者として幅広く活動している。日本顕彰会より社会貢献者賞受

賞。上毛新聞社より上毛音楽賞受賞。日本ワーグナー協会会員。

合唱団から最高のハーモニーを引き出す
卓越した手腕を持つコーラスマスター

三澤洋史 Chorusmaster	
Hirofumi	Misawa

◇12月18-26日	〈第九〉公演

新国立劇場合唱団 New	National	Theatre	Chorus
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酒井健治
ブルーコンチェルト

　〈ブルーコンチェルト〉は読売日本交

響楽団のために、今年の 5 月から 10 月

にかけて書きました。この作品の委嘱の

際に、既に今夜の初演以降の再演のこと

も聞いており、来年3月に行われる読響

のヨーロッパツアーにおいて欧州初演さ

れることを念頭に置いて作曲していま

す。つまり読響の個性、アンサンブル能

力のみならず、個々の演奏能力が十二分

に発揮されるように書いた作品なので

す。この作品の出発点はオーケストラの

ための協奏曲というアイデアからであ

り、大管弦楽の中からまずはヴァイオリ

ンのソロが浮かび上がり、オーケストラ

内の弦楽四重奏、更には管楽器群からそ

れぞれ一管ずつ合わされ室内オーケスト

ラに発展する等、さまざまな室内楽やア

ンサンブルの響きが生成されます。

　そして、ヨーロッパで今回の《定期演奏

会》と同じプログラム、つまりメシアンの

〈トゥーランガリラ交響曲〉とともに演奏

されるとのことで、メシアンへのオマージ

ュとして僕の作品を書こうと決めました。

メシアンの作品群で見られるモードやオ

ーケストレーションの使用がその証であ

り、更には〈トゥーランガリラ交響曲〉に

現れるモチーフを僕のやり方で更新を試

みる等、僕の最初期に最も影響を受けた

作曲家をこの作品でもって讃えたつもり

です。そして今回は色彩をテーマに、僕

が個人的に最も好きな色である青のイメ

ージが喚起するもの、自然界の大気や水

滴、波が主に急速な音階進行で表され、そ

れはあたかもエッシャーの絵画の様な、

印象的な電子音響効果であるシェパード

トーン（無限音階）を管弦楽にオーケス

トレーションするに至るまで発展します。

　僕が今まで培った技法も余すことなく

用い、僕の過去の作品、〈ホワイトアウ

ト〉（2012～13）や〈ブラックアウト〉

（2013～14）といった色を伴うタイトル

を持つ他の作品群のコラージュがこの作

第543回
定期演奏会

12.4〈木〉

作曲:2014 年／初演:2014 年 12月4日、サントリーホール／演奏時間 : 約 17 分

楽器編成／フルート3（ピッコロ持替）、オーボエ3（イングリッシュ・ホルン持替）、クラリネット3（エス
クラリネット・バスクラリネット持替）、ファゴット3（コントラファゴット持替）、ホルン4、トランペット4、
トロンボーン3、チューバ、打楽器（大太鼓、シンバル、サスペンデッド・シンバル、ハイハット、小太鼓、
ログドラム、木鉦、ウッドブロック、ポリブロック、グロッケンシュピール、ヴィブラフォン、チューブラ
ーベル、クロタル、鉄板、鍵盤ハーモニカ、ウォーターフォン、トライアングル、フレクサトーン、スプ
リングコイル、ボウル、金床、ホース、サンドペーパー、ラチェット、タムタム）、チェレスタ、弦五部

品において試されます。特に〈ダンスマ

カーブル〉（2012）の中から、真夜中を

告げる鐘がこの作品の終結部で 12 回鳴

ります。僕の祖母が今年の夏に亡くなっ

たのですが、僕が海外に在住しており臨

終に立ち会えなかったため、遅ればせな

がらこの 12 回の鐘によって追惜し、同

時に個人的にお会いしたことはなかった

のですが、今年亡くなったある偉大なオ

ペラ劇場監督に対して、音楽界の大きな

損失への僕なりの弔いとさせていただき

ました。その終結部に至るために冒頭の

弦楽器による完全五度が導かれ、その響

きはちょうどこの時期、年末に日本でよ

く聴かれるベートーヴェンの〈第九〉の

冒頭を彷
ほう

彿
ふつ

とさせます。それはこの作品

において、特にコラージュと呼べるよう

な大層なものではありませんが、重要な

モチーフの一つとして厳密に発展、構築

されているのです。

　以上のように、単純に作曲されたパッ

セージの組み合わせに留まらない、さま

ざまなコンテキスト（脈絡）やコノテー

ション（含蓄）が一つの作品に奇跡的に

集約されたのです。シルヴァン・カンブ

ルラン氏と読売日本交響楽団に献呈した

今回の作品は、規模から言ってこれまで

の僕の音楽の集大成であると言っても過

言ではないと思います。僕は常にドラマ

トゥルギーを考えながら形式やモチーフ

等を構築しますが、今回はその最たるも

のだと言えます。青を基調とした様々な

色彩のグラデーション、アンサンブル同

士による協奏が音楽の熱を孕
はら

ませ、それ

が大管弦楽に波及していくさまを是非感

じ取っていただきたいと思います。

酒井健治
さかい けんじ･作曲家

ブルー
コンチェルト

藤田 茂
ふじた しげる･音楽学、東京音楽大学准教授

トゥーラン
ガリラ交響曲

1977年大阪生まれ。京都市立芸術大学を卒業後渡仏。フランス国立
パリ高等音楽院、ジュネーヴ音楽院を最優秀の成績で卒業、IRCAM
（フランス国立音響音楽研究所）にて研究員として電子音楽を専門的
に学ぶ。オーケストラ、アンサンブル、室内楽等の器楽曲や電子音響を
含む楽曲は、ベルギー国立管弦楽団、ルツェルン交響楽団、アンサン
ブル・アンテルコンタンポラン、リヨン国立管弦楽団、N響、東京フィル、
新日本フィル等、国内外の演奏団体により演奏され、ヨーロッパおよび日
本国内の音楽祭、定期演奏会などで取り上げられている。また、ジョル
ジェ・エネスク国際コンクール作曲部門グランプリ（2007）、武満徹作
曲賞（2009）、エリザベート王妃国際音楽コンクール作曲部門グランプリ
（2012）、文化庁長官表彰（2012）、第23回芥川作曲賞（2013）等
を次 に々受賞。2012年フランスアカデミーの会員に選出され、マドリード
に1年間滞在。現在、ベルリン在住。©Philippe Stirnweiss

酒井健治 Kenji Sakai
 Composer
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メシアン
トゥーランガリラ交響曲

作曲:1946 〜 48 年／初演:1949 年 12月2日、ボストン・シンフォニーホール（L. バーンスタイン指揮）／演奏時間:約 85 分

　生まれながらの信仰者を自任していた

オリヴィエ・メシアン（1908～92）は、

カトリック神秘主義にもとづく演奏会用

の宗教作品を数多く残した。しかし、メ

シアンの作曲家人生には、宗教作品から

離れ、もっぱら人間の愛を歌った時期が

ある。伝記作者たちが「トリスタンの時

代」と呼ぶこの時期を、メシアンはずっ

と後になって次のように振り返ってい

る。「わたしはこれをイヴォンヌ・ロリ

オに負っています。たとえ話が必要であ

れば、こう言いましょう。鳥たちが本当

に歌を歌うのは春だけだ、そして、春と

は愛の季節である。鳥たちは、このとき

才能に恵まれる」。〈トゥーランガリラ交

響曲〉は、このトリスタンの時代を代表

する作品であった。

　〈トゥーランガリラ交響曲〉に取り組

んでいた1940年代後半は、たしかにメ

シアンの絶頂期のひとつであった。メシ

アンはこのとき「いまから見ても極度に

複雑な作品を、驚くほどやすやすと書く

ことができた」という。社会的にも充実

しており、彼の暮らすパリにはドイツ軍

の占領の爪痕が残っていたとはいえ、い

まやメシアンの作品が多く再演されるよ

うになっていたし、彼の新作発表はいつ

もニュースになった。〈トゥーランガリ

ラ交響曲〉は、アメリカのクーセヴィツ

キー財団からの委嘱作であるが、このよ

うに海外から大規模作品の依頼が舞い込

むこと自体、当時のメシアンの名声の高

さを示している。

　しかし、名声はスキャンダルの温床と

もなる。何よりも大切にしていた宗教作

品が、突然に非難の大合唱にさらされた

のもこの時期であった。メシアンの響き

は官能的で、彼の語る神学的アイデアは

音楽とは何の関係もない、というのだ。

加えて、私生活においても悄
しょう

然
ぜん

とする出

来事がつづいた。息子のパスカルを残

し、妻のクレールが手術の後遺症で次第

に記憶を失っていく。そして、戦争捕虜

を解かれてパリに戻って以来の生徒、イ

ヴォンヌ・ロリオとの不倫のうわさ。

　メシアンがトリスタンの主題に没頭し

たのは、このような状況のなかでであ

る。ここでいうトリスタンとは、ワーグ

ナーの〈トリスタンとイゾルデ〉に謳
うた

わ

れる愛のことであり、ドビュッシーの

〈ペレアスとメリザンド〉にささやかれ

る愛のことである。それを不倫愛といっ

てしまえばそれまでだが、ジャンケレヴ

ィッチの言葉をかりて、トリスタンをい

トゥーランガリラとは、言葉を超えた体験からもれ出た叫びである

ま、人間の愛の不可能性、「法は愛に否

定され、愛は法に否定される」悲劇のこ

とだといっておこう。

　しかし、トリスタンの主題にもとづく

〈トゥーランガリラ交響曲〉にストーリ

ーを期待しても無駄である。メシアンは

いう。自分はただ「宿命的な愛、抗えな

い愛、原則として死にいたる愛、肉体を

超え、精神の与件さえ超えて、宇宙的な

規模に広がっていくがゆえに死をよばざ

るをえないような愛」の観念だけを保持

した、と。しかし、それすらまだ説明的

だ。メシアンは、ただ「トゥーランガリ

ラ」と叫んだのだ。

　あるひとはこれを女性の名前だとい

い、あるひとはこれをヒンドゥーのリズ

ムだといい、あるひとはトゥランガが時

で、リーラーが愛だという。メシアン自

身がこうした説明に加担したことも事実

だが、それらは後づけにすぎない。「わ

たしは、ただその響きゆえにこの言葉を

選んだ」。トゥーランガリラ、これは言

葉以前の言葉、言葉にできない体験がも

れ出させる叫びであった。

　では、これが交響曲だというのは？　

メシアンによれば、この作品は、交響曲

に標準的な 4 楽章構成からスタートし

た。つまり、第 1 楽章 “イントロダクシ

ョン”、第4楽章 “愛の歌2”、第6楽章 “愛

のまどろみの園”、第10楽章“フィナーレ”

がまずあって、これらが急・緩・舞・急

の4楽章を作っていたという。そこに交

響曲の面影がある。しかし、このプラン

は無限に拡大され、ついには全10 楽章

のトゥーランガリラになった。ここで

は、三つの「愛の歌」の系列（第2、第4、

第8楽章）と三つの「トゥーランガリラ」

の系列（第3、第7、第9楽章）が互いに

バランスを取りながら、背骨となる四つ

の楽章（第1、第5、第6、第10楽章）を

破壊しつつ装飾している。そして、この

法外な構成が、ピアノ奏者とオンド・マ

ルトノ奏者をソリストに迎え、ふんだん

に打楽器を含んだ3管編成の管弦楽で彩

色されていく。さらに、この法外な編成

が、無限に変化するリズム、和音、主題

の複雑な組み合わせを色分けしていく。

　これらすべてを聴き取ることは人間の

耳には不可能であるし、メシアンにして

も聴き手にそれを求めたわけではない。

彼は、高度に組織された極彩色の音響の

渦のなかで、ただ私たちが魅惑されるこ

とを望んでいるのである。それはまさし

く言葉を超えた体験となるはずで、その

ときにこそひとは「トゥーランガリラ」

と叫ぶだろう。

楽器編成／フルート2、ピッコロ、オーボエ2、イングリッシュ・ホルン、クラリネット2、バスクラリネット、
ファゴット3、ホルン4、トランペット3、ピッコロトランペット、コルネット、トロンボーン3、チューバ、
打楽器（大太鼓、シンバル、サスペンデッド・シンバル、チャイナ・シンバル、ターキッシュ・シンバル、タ
ムタム、小太鼓、プロヴァンス太鼓、タンブリン、テンプルブロック、ウッドブロック、マラカス、ヴィブ
ラフォン、チャイム、鐘）、チェレスタ、ジュ・ドゥ・タンブル、弦五部、独奏ピアノ、独奏オンド・マルトノ
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ワーグナー
楽劇 〈ニュルンベルクのマイスタージンガー〉 から第1幕への前奏曲

　楽劇〈ニュルンベルクのマイスタージ

ンガー〉は、ドイツ・ロマン派オペラの

巨人リヒャルト・ワーグナー（1813～

83）が、〈トリスタンとイゾルデ〉に続

いて生み出した、円熟期の大作。全体は、

1862～67 年に作曲され、1868 年ミュ

ンヘンで初演されたが、この前奏曲は、

作曲後間もなく先行初演されている。

　「マイスタージンガー」とは、中世ド

イツにおける、「歌手＝ジンガー」の能

力を兼ね備えた「職人の親方＝マイスタ

ー」を意味している（親方への昇格には、

技術以外に歌の自作および歌唱能力が求

められた）。本編は、実在した靴屋の親

方ザックスが、金細工師の親方の娘エヴ

ァに恋する騎士ヴァルターを助け、歌合

戦に勝たせてエヴァを獲得させる……と

いった物語。ワーグナーの本格作中、喜

劇的要素をもった唯一の作品である。

　第1幕への前奏曲は、劇中の動機を多

数用いて構成された、壮麗でドラマティ

ックな音楽。全合奏による「マイスター

ジンガーの動機」で堂々と始まり、柔和

な「愛の情景の動機」を経て、明るい「行

進の動機」が奏される。さらに複数の動

機が現れた後、ヴァイオリンの「愛の動

機」に始まる優美な部分となり、やがて

「マイスタージンガーの動機」が再登場。

複数の動機が交錯しながら高揚し、「行

進の動機」を中心とした華やかな終盤を

迎える。対位法的な動きや重層感が際

立っており、半ば過ぎで三つの動機が

同時進行する場面は、特に聴きどころと

なる。

ワーグナーの醍醐味が集約された、豪壮で華麗な祭典的音楽

柴田克彦
しばた かつひこ・音楽ライター

読売日本交響楽団
名曲シリーズ		福岡公演

12.12〈金〉

楽器編成／フルート3（ピッコロ持替）、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、
トランペット3、トロンボーン3、チューバ、ティンパニ、打楽器（シンバル、トライアングル）、
ハープ、弦五部

作曲:1862 年／初演:1862 年 11月１日、ライプツィヒ／演奏時間:約 9 分

ベートーヴェン
ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 作品73 〈皇帝〉

作曲:1809 年／初演:1811 年 11月28日、ライプツィヒ／演奏時間:約 38 分

　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェ

ン（1770～1827）が完成させた最後の

協奏曲であり、耳の病を乗り越えて幾多

の名作を生み出した、中期 “傑作の森”

の代表作のひとつ。〈運命〉〈田園〉両交

響曲初演の翌1809年に作曲され、1811

年ライプツィヒで初演された。

　同曲には二つの背景がある。一つは

1809年のフランス軍のウィーン侵攻によ

る戦渦とナポレオンへの怒り、もう一つ

は地主令嬢テレーゼ・マルファッティへ

の恋愛感情で、前者は軍隊風の曲調、後

者は変ホ長調の明るい調性に反映された

といわれている。また〈皇帝〉のタイトル

は、ベートーヴェン自身の命名ではなく、

壮麗で堂々たる内容から「ピアノ協奏曲

の皇帝」の意味で、後に名付けられた（ク

ラマーという出版者の命名とされる）愛

称だが、曲にまさしくフィットしている。

　曲は、古典的な2管編成とは思えない

ほどシンフォニックな響きをもった作品。

ピアノと管弦楽が交響曲的な融合と絶妙

な対話を果たしていく、エネルギッシュ

な音楽だ。第1楽章冒頭から華麗なピア

ノ・ソロが登場する点が特徴的で、これ

が曲の印象を決定付ける。長い名人芸的

カデンツァは不要とばかりに、自ら短い

カデンツァを記した点も特筆され、そこ

には首尾一貫した音楽にしようというベ

ートーヴェンの意志がうかがえる。さら

には、第2～3楽章を切れ目なく続け、第

2楽章の最後で次楽章の主題を暗示的に

登場させる点も当時としては目新しい。

第1楽章　アレグロ　ピアノが広々とし

たソロを奏でる開始（しかしこの後 95

小節もピアノが登場しない）の後、行進

曲調の第1主題と歯切れの良い第2主題

を軸に、華やかな楽想が展開される。全

曲の約半分を占める長大な楽章。

第2楽章　アダージョ・ウン・ポーコ・

モッソ　穏やかな旋律が変奏をまじえな

がら流れていく、柔和で幻想的な緩徐楽

章。切れ目なく第3楽章へ。

第3楽章　ロンド、アレグロ　冒頭の勢

いある主題を軸にした勇壮なフィナー

レ。ロンド本来の軽快さとは一線を画し

た力強さが支配し、ピアノの名人芸も発

揮される。

「皇帝」の名に相
ふ さ わ

応しい、壮麗でシンフォニックな力作

楽器編成／フルート2、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン2、トランペット2、
ティンパニ、弦五部、独奏ピアノ
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〈第九〉	特別演奏会

12.19〈金〉

プログラムノーツ
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ベートーヴェン
交響曲 第9番 ニ短調  作品 125 〈合唱付き〉

作曲:1818 年頃〜24 年／初演:1824 年 5月7日、ウィーン、ケルントナートーア劇場／演奏時間:約 65 分

　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェ

ン（1770～1827）の最後の交響曲とな

った〈第九〉が初演されたのは、1824年

のこと。交響曲第 8 番が 1814 年に初演

されてから、実に 10 年ぶりの新作交響

曲となった。

　この間、ベートーヴェンは甥
おい

カールの

後見人問題に心を砕いていた。1815 年

末に弟のカスパル・カールが病死したこ

とで、彼の生活環境は劇的な変化を迎え

る。弟の遺書には9歳の息子カールの共

同後見人としてベートーヴェンと、母親

ヨハンナが指名されていた。ベートーヴ

ェンは甥カールに対して父親としての責

任を負うことを望む一方、義妹ヨハンナ

に対してはカールの養育者として不適当

であると訴え、以後4年半にもわたって

甥をめぐる激しい争いが法廷で続いた。

ベートーヴェンは甥の世話に奔走する。

かつて創作活動と妻を持つことは両立し

ないと考えた独身者ベートーヴェンが、

創作活動と子育ての両立を求められるこ

とになったのだ。この時期、大規模な作

品の作曲はめっきりと減り、小品や機会

シラーの「歓喜に寄す」を高らかに歌う、異例の声楽入り大交響曲

第12回
読響メトロポリタン・シリーズ

12.18〈木〉

飯尾洋一
いいお よういち･音楽ライター

ベートーヴェン
交響曲 第5番 ハ短調 作品67 〈運命〉

作曲:1807〜08 年／初演:1808 年 12月22日、ウィーン／演奏時間:約 31 分

　インパクトのある出だしで有名なこの

曲も、ベートーヴェンの中期 “傑作の森”

の所産。対照的な曲調の第 6 番〈田園〉

と並行して作曲され、1808 年ウィーン

で同時に初演された。

　ただ、着想自体は完成の約 4 年前に

遡
さかのぼ

り、かの「ジャジャジャ・ジャーン」

の 4 音＝「運命動機」を緊密に練り上げ

るまでには、かなりの推
すい

敲
こう

が重ねられ

た。また〈運命〉のタイトルは、「『運命

はこのようにして扉を叩く』とベートー

ヴェンが語った」という弟子シンドラー

が伝える逸話に由来しているが、彼の話

は捏
ねつ

造
ぞう

が多く、これも信
しん

 憑
ぴょう

性が疑われて

いる。そのためか、同タイトルは日本以

外ではほとんど用いられていない。

　9曲それぞれに新機軸を打ち出したベ

ートーヴェンの交響曲の中でも、5番は

とりわけ独創性に溢
あふ

れている。一つ目は

もちろん運命動機の活用。この動機を隙

なく積み重ねて構築された第1楽章がま

ず斬新だ。さらに運命動機は、後続楽章

にも登場して、曲全体に統一感をもたら

す。二つ目は、ハ短調からハ長調に至る

「暗から明へ」「闘争から勝利へ」の明確

な構図。これはベートーヴェンのトレー

ドマークにもなった。三つ目は、第3楽

章の最後の音を盛り上げたまま第4楽章

に移る手法。これも実にユニークだ。四

つ目は、交響曲史上初となるピッコロ、

コントラファゴット、トロンボーンの使

用。各楽器は第4楽章にのみ登場してサ

ウンドの幅を拡大させ、勝利の凱歌に貢

献する。

第1楽章　アレグロ・コン・ブリオ　運

命動機の連続で緻密に構築される緊迫し

た楽章。弦で柔和に出される第2主題の

背後でも運命動機が鳴っている。それだ

けに一瞬のオーボエ・ソロが印象的。

第2楽章　アンダンテ・コン・モート　

二つの主題を用いた美しくも雄大な変奏

曲。安らぎと緊張感が同居している。

第3楽章　アレグロ　ホルンで出される

運命動機を中心とした主部と、荒々しい

中間部からなるスケルツォ楽章。不気味

な経過部分が高潮して第4楽章へ入る。

第4楽章　アレグロ　全合奏に始まる輝

かしい凱歌。途中で第3楽章の運命動機

が回想された後、果てしなく高揚して

いく。

クラシック音楽の象徴となった、“暗” から “明” への劇的交響曲

楽器編成／フルート2、ピッコロ、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、コントラファゴット、
ホルン2、トランペット2、トロンボーン3、ティンパニ、弦五部

第172回
東京芸術劇場マチネーシリーズ

12.20〈土〉

読売日本交響楽団
大阪定期演奏会

12.26〈金〉

第577回
サントリーホール名曲シリーズ

12.22〈月〉

第5回
気楽にクラシック

12.25〈木〉

第77回
みなとみらいホリデー名曲シリーズ

12.23〈火・祝〉
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楽器編成／フルート2、ピッコロ、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、コントラファゴット、
ホルン4、トランペット2、トロンボーン3、ティンパニ、打楽器（大太鼓、シンバル、トライアングル）、
弦五部、独唱（ソプラノ、アルト、テノール、バス）、合唱

音楽の作曲が目立つようになる。

　しかし1817年秋頃より、ベートーヴ

ェンは旺盛な創作力を取りもどす。ロン

ドンのフィルハーモニー協会から2曲の

新作交響曲を依頼され、これを引き受け

ることを決心した。交響曲はすぐには完

成されず、ピアノ・ソナタ第29番 〈ハン

マークラヴィーア〉 や 〈ミサ・ソレムニ

ス〉などの傑作を書いた後、1822 年に

なってベートーヴェンは集中的に新作交

響曲の筆を進める。当初構想されていた

2曲の交響曲は、一つはニ短調の交響曲、

もう一つは声楽を導入した「古い旋法に

よる交響曲で、敬
けい

虔
けん

な歌」であったが、

両者は「フィナーレにシラーの『歓喜に

寄す』を持つニ短調交響曲」として一つ

に集約された。

　1824年に作品が完成すると、ウィー

ンの人々から、ベートーヴェンの新作交

響曲をこの街でも聴きたいという嘆願書

が作曲家のもとに届けられた。ベートー

ヴェンは要望にこたえ、ケルントナート

ーア劇場での初演を承諾する。客席は満

員になり、ベートーヴェンは熱烈な歓迎

を受けた。初演に際し、舞台上のベート

ーヴェンはすでに聴力を失っていたため

客席からの万雷の拍手に気づかず、独唱

者から客席を向くように促されて、はじ

めて聴衆の喝采に気づいて腰をかがめた

という逸話が残っている。

第1楽章　アレグロ・マ・ノン・トロッポ、

ウン・ポコ・マエストーソ　神秘的なト

レモロから主題の断片が顔をのぞかせ、

その頂点で全貌をあらわすという劇的な

開始部を持つ。あたかも混沌から秩序が

生まれるかのよう。

第2楽章　モルト・ヴィヴァーチェ　デ

モーニッシュ（悪魔的）な大規模なスケ

ルツォの間に、穏やかな田園風のトリオ

が置かれる。

第3楽章　アダージョ・モルト・エ・カン

タービレ　天上の音楽を思わせる長大な

緩徐楽章。瞑
めい

想
そう

と平安の音楽はやがて金

管楽器の強奏による突然の呼びかけで遮

られる。

第4楽章　プレスト～アレグロ・アッサ

イ　轟
ごう

音
おん

とともに開始された後、先行す

る三つの楽章の主題が回想される。“歓

喜の歌” の主題が姿を見せ、次第に高潮

する。バリトン独唱に誘われて、合唱が

シラーの詩「歓喜に寄す」を高らかに歌

う。トルコ風の行進曲、トロンボーン（神

の象徴として用いられる楽器）を伴った

荘重な教会音楽風の合唱、二重フーガな

ど、多様な音楽のスタイルを混合させ

ながら熱狂的なコーダへと突き進む。

An die Freude
「喜びに」

O Freunde, nicht diese Töne!   Sondern laßt uns angenehmere anstimmen,    und freudenvollere!
おお　友よ　この調べではない！　さらに心地よく　喜びにあふれる歌を　ともに歌おう！

Freude, schöner Götterfunken,    Tochter aus Elysium,
Wir betreten feuertrunken,    Himmlische, dein Heiligtum!

喜び！　神の閃
ひ か り

光　天国の乙女たち！
私たちは　炎に酔いしれて　天国の汝の聖地に　歩を進める！

Deine Zauber binden wieder,  Was die Mode streng geteilt;
Alle Menschen werden Brüder,    Wo dein sanfter Flügel weilt.

時の流れに激しく引き裂かれた者も　神の不思議な力によって　再び結びつき
神の柔らかな翼のある場所で　すべての人々は　同

はらから

胞となる

Wem der große Wurf gelungen,    Eines Freundes Freund zu sein, 
Wer ein holdes Weib errungen,    Mische seinen Jubel ein!

ひとりの心の友を持つ　心優しい妻を得る
こうした幸福を得た者は　喜びに唱和せよ！

Ja, wer auch nur eine Seele    Sein nennt auf dem Erdenrund!
Und wer's nie gekonnt, der stehle    Weinend sich aus diesem Bund!

そうだ、この地上にひとりでも　魂の友を持つ者も　ともに歌おう
そして、それが叶わぬ者は　涙とともにこの輪から離れよ

Freude trinken alle Wesen    An den Brüsten der Natur;
Alle Guten, alle Bösen    Folgen ihrer Rosenspur.

すべての被造物は　自然の乳房から喜びを飲み
善人も　悪人も　みな　創造主の薔薇の小路をたどる

Küsse gab sie uns und Reben,    Einen Freund, geprüft im Tod;
Wollust ward dem Wurm gegeben,    Und der Cherub steht vor Gott.

神は　接
くちづけ

吻と　葡萄酒と　そして　死の試練をくぐった友を　与え給うた
虫にさえも神は快楽を与えた　そして天使ケルビムは　神の前に立つ

Froh, wie seine Sonnen fliegen    Durch des Himmels prächt'gen Plan,
Laufet, Brüder, eure Bahn,    Freudig wie ein Held zum Siegen.

喜びよ　太陽が広い空を　神の定めに従って駆けるように
同
はらから

胞よ！　自らの道を喜びをもって進め！　英雄が勝利に向かって　走るように！

Seid umschlungen Millionen!    Diesen Kuß der ganzen Welt!
Brüder! überm Sternenzelt    Muß ein lieber Vater wohnen.

抱
いだ

き合おう！　幾百万の人々よ！　この接
くちづけ

吻を全世界に！
同
はらから

胞よ！　星々の彼方に　父なる神は住み給う！

Ihr stürzt nieder, Millionen?    Ahnest du den Schöpfer, Welt?
Such' ihn überm Sternenzelt!    Über Sternen muß er wohnen.

幾百万よ　ひれ伏したか？　人々よ　創造主を感じるか？
星々の天幕に　神を求めよ！　星々の彼方に　神は住み給う！

訳：金子哲理


